
山口県産業技術センター　研究報告　No.37 ｐ4-6（2025）技術資料



 

 

タの欠落が見られたが，機器固有の自動調整機能による推

奨値である 0.10msec にて，概ね全ての矩形領域で点群デ

ータの取得が可能であった． 

図 5 に明度スケール(矩形領域 No.1～No.10)における明

度 L*とデータ取得率 R が 100％に到達した際の露光時間と

の関係を示す．No.5 以下の矩形領域では，露光時間が

0.02msec でデータ取得が可能であった．明度が高い，す

なわち反射率が良いほど，短い露光時間で矩形領域全体に

わたって点群データを取得できた． 
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図 4 露光時間に対する点群データの取得状況 

 

 
図 5 データ取得率 R=100％到達時の露光時間 

(明度スケール) 

 

図 6に色相環スケール(矩形領域 No.11～No.30)における

L*a*b*空間でのデータ取得率 R=100％到達時の露光時間の

関係をバブルチャートで示す．図中の各バブルにおいて，

バブルサイズがデータ取得率 R=100％到達時の露光時間を，

白黒の濃淡差が明度 L*の大きさを示している．また，ラベ

ルには矩形領域 No.とデータ取得率 R=100%到達時の露光時

間の数値を示している．図より，a*が＋側に近い，もしく

は明度 L*が比較的高い矩形領域において，バブルサイズが

小さくなっており，より短い露光時間で矩形領域全体にわ

たって点群データを取得できた． 

以上を踏まえて，チャート紙の各矩形領域における測定光

源との色差及び露光時間の関係について比較を行った結果

を図 7 に示す．明度スケール(No.1～No.10)については，L*

のみ大きく，測定光で寄与度の高い a*において矩形領域に

よる違いがほとんど無いため，色差と露光時間の対応関係は

見られなかった．一方で，色相環スケール(No.11～No.30)に

ついて，色差が大きいほど露光時間を長く設定する必要があ

った． 

これらの結果から，測定物の色で明度 L*のみ寄与する場

合は，L*が高い(反射率が高い)色ほど，a*b*が寄与する場合

は，使用機器の測定光源との色差 ΔE*ab が低い色ほど，点

群データが取得しやすい傾向にあった． 

 

図 6 データ取得率 R=100％到達時の露光時間 

(色相環スケール) 

 

図 7 各矩形領域の光源との色差及び露光時間 

 

３・２ 矩形領域の平面度測定  

3･1 の結果より，いずれの矩形領域でも十分な反射光が

得られる露光時間を確保することで，データ取得が安定す

る傾向にあることから，データ取得率 R が 100%に到達した

際の短い露光時間では，取得データに異常な点群データが

レーザー3Dスキャナーによる測定に対する対象物表面色の影響 5



 

 

含まれていることが推測される．同一の矩形領域を測定す

る場合，平面度は本来変化しないと考えられる．そこで，

平面度の変化は露光時間の影響によるものとみなし，各矩

形領域において露光時間ごとの平面度を測定することで，

その値の変化により異常な点群データの発生状況を評価し

た． 

図 8 に，異常な点群データの発生が顕著であった矩形領

域における平面度の推移を示す．図中で●プロットはデー

タ取得率 R が 100%に到達した際の露光時間と平面度を示

す．図より，●プロットの平面度は他の露光時間での平面

度に対して最大値を示し，平面度の変化は露光時間を長く

するにつれて値が減少する傾向にあった．また，露光時間

0.80msec では，平面度は平均値以下となっていた． 

このことから，データ取得率 R が 100%に到達した際の露

光時間付近では，取得データに異常な点群データが多く含

まれる傾向が確認された． 

図 8 各矩形領域における平面度の推移 

 

また，露光時間を長くしても平面度の悪化はみられず終

始減少傾向であることから，測定物から十分な反射光が得

られる露光時間を確保することで，色の違いによらず安定

したデータ取得が可能になると考えられる．一方，露光時

間の増加により，測定物以外の周囲の物体が映り込み，異

常な点群データが生じる可能性があるため注意が必要であ

る．  

４．結  言 

レーザー式 3D スキャナーを用いて，明度及び色相環に

基づくカラーチャートを試料として測定し，表面色が点群

データに及ぼす影響と，適切な露光時間について検討した．

その結果，以下のことが明らかとなった．  

(1) L*成分のみが異なる色については，L*が高いほどデー

タの欠損が少ない傾向が見られた．一方，a*b*成分によ

って差異が生じる色では，色差 ΔE*ab が小さいほど

データの欠損が少ない傾向が確認された． 

(2) データ取得率 R が 100%に到達した際の露光時間付近

では，異常な点群データが多く含まれる傾向があった． 

(3) 測定物から十分な反射光が得られる露光時間を確保す

ることで，色の違いによらず安定したデータ取得が可

能となった．但し，測定物以外の周辺物なども取得し

やすくなると考えられ，異物の映り込みによる異常な

点群データ発生の可能性があり，注意が必要である． 
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